看護学生同士の協働関係を促す看護学教員の教授活動に関する研究－看護技術演習に着目して－

本研究は、看護技術演習において学生同士の協働関係を促す教授活動を明らかにし、教授方略への示唆を得る事を目的に、看護技術演習を担当する看護学教員12名に半構造化インタビューを行った。インタビューの内容を質的帰納的に分析した結果、学生同士の協働関係構築を支援する教授活動として、【学生同士のコミュニケーションを促進する意図的な授業計画立案】【顕在化した協働関係停滞の発見と問題状況の原因査定】【協働上の問題への迅速な指示・指導】等、17カテゴリが形成された。結果は、看護学教員が、授業計画立案の段階から、学生同士の協働関係構築に向けた仕掛けづくりをしていることを明らかにした。また、看護学教員は、技術演習中、学生の協働関係に関するモニタリングとアセスメントを継続的に行い、その結果に基づき、教授技術を巧みに使い分けながら、学生の演習役割遂行を促し協働関係構築を支援していた。更に、17の教授活動は、PDEサイクルのP:plan、D:do、E:evaluationの各段階で展開されており、協働関係構築に向けた絶え間ないPDEサイクルの循環が効果的な支援に繋がることが示唆された。　
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